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緒
言

　

院
政
後
期
に
浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1
1
3
3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1

 

2

 
1
 

 
2
﹈）
は
建
久
九
年
（
1
1
9
8
）、
九
条
兼
実
の
懇
請
に
応
じ
て
主
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

一
巻
（
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
す
）
を
撰
述
し
た
。
同
書
は
略
本
と
広
本
の
二
系
統
に
分
か
れ

て
伝
写
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
異
同
な
ど
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
本
誌
本
号
所
載
の
別
稿
で
紹
介
し
た
三
宝
寺
本
『
選
択
集
』
を
用
い
、
略
広
二

本
の
異
同
の
大
略
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
略
本
や
広
本
、
三
宝
寺
本
の
詳
細
に
つ

い
て
の
解
説
は
同
稿
に
譲
る
。

　

略
本
に
は
延
応
版
を
用
い
、
広
本
に
は
三
宝
寺
本
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
延
応
版
も
三
宝

寺
本
も
伝
本
と
し
て
完
璧
に
近
い
も
の
の
無
瑕
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
比
較
に
よ
っ
て
略
広
二

本
の
異
同
を
完
全
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
大
略
を
示
そ
う
と
す
る

と
述
べ
た
所
以
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
、
本
稿
で
は
字
を
少
な
か
ら
ず
改
め
て
統
一
を
図
っ
た
。
例
え
ば
、
周

知
の
如
く
同
音
の
「
華
」
と
「
花
」
は
、
異
義
の
異
字
と
し
て
だ
け
で
な
く
同
義
の
異
体
と

し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、『
選
択
集
』
の
あ
る
箇
所
で
一
本
が
「
法
華
」
に
作
り

他
本
が
「
法
花
」
に
作
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
有
り
得
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
略
本
と

広
本
で
当
初
か
ら
異
な
っ
て
い
た
の
で
な
く
、
伝
写
過
程
で
改
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
同
ま
で
も
出
校
す
れ
ば
余
り
に
繁
冗
と
な
り
、
略
広
二
本
に
固

有
の
不
同
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
し
ま
お
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
『
選
択
集
』
十
六
章
の
前
七
章
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
は
、
後
九
章
は
広

本
ら
し
き
伝
正
中
版
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
読
者
が
容
易
に
調
査
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
本
稿
は
誤
刻
失
校
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
三
宝
寺
本
を
用
い
て
こ
そ
作

り
得
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
『
選
択
集
』
諸
本
研
究
な
ど
に
裨
益
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

凡
例

一 

、
校
文
の
底
本
は
善
気
山
法
然
院
万
無
教
寺
蔵
延
応
元
年
（
1
2
3
9
）
版
で
あ
り
、
こ

れ
を
「
宝
本
」
こ
と
三
宝
寺
本
に
よ
っ
て
改
行
改
丁
し
た
。
脚
註
で
は
、「
往
本
」
こ
と

当
麻
寺
奥
院
蔵
伝
元
久
元
年
（
1
2
0
4
）
書
写
本
『
選
択
集
』
や
「
龍
本
」
こ
と
龍
谷

大
学
図
書
館
蔵
覚
善
識
語
本
『
選
択
集
』（
請
求
記
号
「
〇
二
一
‐
一
五
四
‐
四
」）、「
山
版
」

こ
と
元
禄
九
年
（
1
6
9
6
）
良
照
義
山
募
刻
版
『
選
択
集
』、『
決
疑
鈔
』
こ
と
然
阿
良

忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（
永
仁
七
年
﹇
1
2
9
9
﹈
書
写
本
、
仏
教
大
学
付
属
図
書
館
貴
重
書
室
蔵
、

請
求
記
号
「
〇
九
三
・
一
‐
二
一
）、『
私
集
鈔
』
こ
と
善
偉
堯
恵
『
選
択
私
集
鈔
』（
享
保
元
年

﹇
1
7
1
6
﹈
版
）、『
大
経
釈
』
こ
と
『
無
量
寿
経
釈
』（
承
応
三
年
﹇
1
6
5
4
﹈
版
）、『
大

経
記
』
こ
と
酉
誉
聖
聡
『
無
量
寿
経
直
談
要
註
記
』
巻
第
一
（
永
享
五
年
﹇
1
4
3
3
﹈
成
立
、

元
和
寛
永
年
間
古
活
字
版
）
を
用
い
た
。
な
お
、
底
本
と
往
本
、
山
版
は
大
正
大
学
浄
土
宗

宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
│
│
資
料
編
│
│
』（
文
化
書
院
、
1
9
9
9
）
の

影
印
に
よ
っ
た
。

一 
、「
緒
言
」
で
述
べ
た
如
く
、
字
は
少
な
か
ら
ず
改
め
て
統
一
を
図
っ
た
。
そ
の
一
部
を

示
せ
ば
次
の
如
し
（
丸
括
弧
内
は
改
め
て
用
い
な
か
っ
た
字
体
）。已
（
己
巳
）、亦
（
𡖋
）、於
（
扵
）、

華
（
花
）、
廻
（
迴
）、
碍
（
礙
㝵
）、
棄
（
弃
）、
犍
（
揵
）、
校
（
挍
）、
最
（
㝡
）、
荘
（
庄
）、

障
（
鄣
）、
瞋
（
嗔
）、
船
（
舩
）、
疏
（
䟽
）、
疎
（
踈
）、
総
（
緫
惣
）、
歎
（
嘆
）、
痴
（
癡
）、

著
（
着
）、
答
（
荅
）、
年
（
秊
）、
廃
（
廢
癈
）、
毘
（
毗
）、
憑
（
馮
）、
無
（
无
）、
弥
（
彌
𢏏
）。

た
だ
し
、「
慧
」「
叵
」「
辨
」「
餘
」「
豫
」
は
マ
マ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
恵
」「
難
」「
弁
」

略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

森　
　
　

新
之
介
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「
余
」「
予
」
に
改
め
な
か
っ
た
。

一 
、
宝
本
の
文
字
は
引
用
せ
ず
、
許
慎
『
説
文
解
字
』
に
倣
っ
て
そ
の
字
形
を
示
し
た
（「
阿
」

字
を
「
从
𨸏
可
聲
」
と
す
る
な
ど
）。
た
だ
し
、
底
本
だ
け
で
な
く
宝
本
に
も
異
体
字
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
脚
註
で
の
字
形
説
明
は
必
ず
し
も
実
際
の
字
形
と
同
じ
で
な

い
。
説
文
風
に
示
し
難
い
字
は
、
周
興
嗣
『
千
字
文
』
の
一
句
四
字
の
何
れ
で
あ
る
か
を

示
す
な
ど
し
た
（「
天
」
字
を
「
某
地
玄
黃
之
第
一
」
と
す
る
な
ど
）。

一 

、
校
文
に
お
い
て
、
底
本
の
字
句
が
宝
本
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
箇
所
に

 

四
方
罫  

を
施
し
て
校
記
し
た
。
底
本
に
な
い
字
句
が
宝
本
に
あ
れ
ば
、
そ
の
箇
所
に
□

記
号
を
置
い
て
校
記
し
た
。
底
本
に
あ
る
字
句
が
宝
本
に
な
け
れ
ば
、
そ
の
字
句
を
削
除

し
て
前
後
二
字
に
波
線
を
施
し
校
記
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
と
宝
本
で
字
句
が
異
な
る
も

の
の
、
そ
れ
が
宝
本
の
誤
写
に
よ
る
も
の
ら
し
け
れ
ば
校
記
す
る
の
み
と
し
た
。
各
章
の

章
題
は
、
検
索
を
便
な
ら
し
め
る
た
め
太
字
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
し
た
。

一 

、
宝
本
は
原
則
と
し
て
一
行
十
八
字
（
一
格
低
書
し
て
い
れ
ば
十
七
字
）
で
あ
る
が
、
稀
に
字

高
は
同
じ
な
が
ら
そ
れ
よ
り
字
数
の
多
い
ま
た
は
少
な
い
行
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
十
九

字
以
上
の
行
と
十
七
字
の
行
を
そ
れ
ぞ
れ
「
長
行
」「
短
行
」
と
称
し
て
校
記
し
た
。
な
お
、

宝
本
に
は
脱
字
を
小
圏
点
と
右
傍
小
書
に
よ
り
補
記
し
た
箇
所
が
散
見
し
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
補
入
し
て
校
記
し
な
か
っ
た
。
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略
広
二
本
前
七
章
考
異

1　
　

選
択
本
願
念
仏
集
□

2　
　

南
無
阿
弥
陀
仏
往念
生仏
之為
業先

3　
　
　

道
綽
禅
師
立
聖
道
浄
土
二
門
而
捨
聖
道
正
帰

4　
　
　

浄
土
之
文

5　
　

□
□
安
楽
集
上
云
問
曰
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
遠

6　
　

劫
以
来
応
値
多
仏
何
因
至
今
仍
自
輪
廻
生
死
不

7　
　

出
火
宅
答
曰
依
大
乗
聖
教
良
由
不
得
二
種
勝
法

8　
　

以
排
生
死
是
以
不
出
火
宅
何
者
為
二
一
謂
聖
道

 

（
1
オ
）

1オ1「集」下、宝本1字（从木一在其下）を
右倚小書す。

1オ2「南無阿弥陀仏」下、底本空格有り、
宝本無し。今刪る。

1オ2夾注「先」、龍本「本」に作り、宝本も
同じ。

1オ5「安」上、宝本2字（从言堇聲、从木安聲）
有り。龍本云く、「ツヽシンテ」「案スルニ」
と。
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（
1
ウ
）

1　
　

二
謂
往
生
浄
土
其
聖
道
一
種
今
時
難
証
一
由
去

2　
　

大
聖
遥
遠
二
由
理
深
解
微
是
故
大
集
月
蔵
経
云

3　
　

我
末
法
時
中
億
億
衆
生
起
行
修
道
未
有
一
人
得

4　
　

者
当
今
末
法
是
五
濁
悪
世
唯
有
浄
土
一
門
可
通

5　
　

入
路
是
故
大
経
云
若
有
衆
生
縦
令
一
生
造
悪
臨

6　
　

命
終
時
十
念
相
続
称
我
名
字
若
不
生
者
不
取
正

7　
　

覚
又
復
一
切
衆
生
都
不
自
量
若
拠
大
乗
真
如
実

8　
　

相
第
一
義
空
曽
未
措
心
若
論
小
乗
修
入
見
諦
修

1　
　

道
乃
至
那
含
羅
漢
断
五
下
除
五
上
無
問
道
俗
未

2　
　

有
其
分
縦
有
人
天
果
報
皆
為
五
戒
十
善
能
招
此

3　
　

報
然
持
得
者
甚
希
若
論
起
悪
造
罪
何
異
暴
風
駃

4　
　

雨
是
以
諸
仏
大
慈
勧
帰
浄
土
縦
使
一
形
造
悪
但

5　
　

能
繋
意
専
精
常
能
念
仏
一
切
諸
障
自
然
消
除
定

6　
　

得
往
生
何
不
思
量
都
無
去
心
也

7　
　
　

私
云
窃
計
夫
立
教
多
少
随
宗
不
同
且
如
有
相

8　
　
　

宗
立
三
時
教
而
判
一
代
聖
教
所
謂
有
空
中
是

 

（
2
オ
）
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（
2
ウ
）

1　
　
　

也
如
無
相
宗
立
二
蔵
教
以
判
一
代
聖
教
所
謂

2　
　
　

菩
薩
蔵
声
聞
蔵
是
也
如
華
厳
宗
立
五
教
而
摂

3　
　
　

一
切
仏
教
所
謂
小
乗
教
始
教
終
教
頓
教
円
教

4　
　
　

是
也
如
法
華
宗
立
四
教
五
味
以
摂
一
切
仏
教

5　
　
　

四
教
者
所
謂
蔵
通
別
円
是
也
五
味
者
所
謂
乳

6　
　
　

酪
生
熟
醍
醐
是
也
如
真
言
宗
立
二
教
而
摂
一

7　
　
　

切
所
謂
顕
教
密
教
是
也
今
此
浄
土
宗
者
若
依

8　
　
　

道
綽
禅
師
意
立
二
門
而
摂
一
切
所
謂
聖
道
門

1　
　
　

浄
土
門
是
也
問
曰
夫
立
宗
名
本
在
華
厳
天
台

2　
　
　

等
八
宗
九
宗
未
聞
於
浄
土
之
家
立
其
宗
名
然

3　
　
　

今
号
浄
土
宗
有
何
証
拠
也
答
曰
浄
土
宗
名
其

4　
　
　

証
非
一
元
暁
遊
心
安
楽
道
云
浄
土
宗
意
本
為

5　
　
　

凡
夫
兼
為
聖
人
又
慈
恩
西
方
要
決
云
依
此
一

6　
　
　

宗
又
迦
才
浄
土
論
云
此
之
一
宗
窃
為
要
路
其

7　
　
　

証
如
此
不
足
疑
端
但
諸
宗
立
教
正
非
今
意
且

8　
　
　

就
浄
土
宗
略
明
二
門
者
一
者
聖
道
門
二
者
浄

 

（
3
オ
）

2ウ7「顕教密教」、龍本「顕密二教」に作り、宝本も同じ。

3オ7「正非今意」、山版「非今正意」に作り、宝本も同じ。
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（
3
ウ
）

1　
　
　

土
門
初
聖
道
門
者
就
之
有
二
一
者
大
乗
二
者

2　
　
　

小
乗
就
大
乗
中
雖
有
顕
密
権
実
等
不
同
今
此

3　
　
　

集
意
唯
存
顕
大
及
以
権
大
故
当
歴
劫
迂
廻
之

4　
　
　

行
准
之
思
之
応
存
密
大
及
以
実
大
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
然
則
今
真
言
仏
心
天
台
華
厳
三

6　
　
　

論
法
相
地
論
摂
論
此
等
八
家
之
意
正
在
此
也

7　
　
　

応
知
次
小
乗
者
総
是
小
乗
経
律
論
之
中
所
明

8　
　
　

声
聞
縁
覚
断
惑
証
理
入
聖
得
果
之
道
也
准
上

1　
　
　

思
之
亦
可
□
摂
倶
舎
成
実
諸
部
律
宗
而
已
凡

2　
　
　

此
聖
道
門
大
意
者
不
論
大
乗
及
以
小
乗
於
此

3　
　
　

娑
婆
世
界
之
中
修
四
乗
道
得
四
乗
果
也
四
乗

4　
　
　

者
三
乗
之
外
加
仏
乗
□
次
往
生
浄
土
門
者
就

5　
　
　

此
有
二
一
者
正
明
往
生
浄
土
之
教
二
者
傍
明

6　
　
　

往
生
浄
土
之
教
初
正
明
往
生
浄
土
之
教
者
謂

7　
　
　

三
経
一
論
是
也
三
経
者
一
無
量
寿
経
二
観
無

8　
　
　

量
寿
経
三
阿
弥
陀
経
也
一
論
者
天
親
往
生
論

 

（
4
オ
）

3ウ4「大」下、宝本9字有り。『私集鈔』云く、「広本云「応存密大及以実大即当速疾直往之行也」已上」と。
又た底本「大然」間に小圏点を施し右傍に「イ本「即当速疾直往之行也」」11字を小書す。宝本9字是
れなり。

3ウ8–4オ1「准上思之」、『決疑鈔』云く、「広本云「准大思之」」と。又た『私集鈔』云く、「広本云「准
大思小」」と。宝本『私集鈔』所引の4字に作り、第4字の右傍に2字（如松某盛之第三、他字之偏）
を小書す。

4オ1「可」、宝本2字（从彳复聲、从宀之下一之上多省聲）に作り、龍本「マタヨロシク」「ヘシ」に作る。
4オ4「乗」下、山版「也」字有り、宝本も同じ。



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
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（
4
ウ
）

1　
　
　

是
也
或
指
此
三
経
号
浄
土
三
部
経
也
問
曰
三

2　
　
　

部
経
名
亦
有
其
例
乎
答
曰
三
部
経
名
其
例
非

3　
　
　

一
一
者
法
華
三
部
謂
無
量
義
経
法
華
経
普
賢

4　
　
　

観
経
是
也
二
者
大
日
三
部
謂
大
日
経
金
剛
頂

5　
　
　

経
蘇
悉
地
経
是
也
三
者
鎮
護
国
家
三
部
謂
法

6　
　
　

華
経
仁
王
経
金
光
明
経
是
也
四
弥
勒
三
部
謂

7　
　
　

上
生
経
下
生
経
成
仏
経
是
也
今
者
唯
是
弥
陀

8　
　
　

三
部
故
名
浄
土
三
部
経
也
□
□
弥
陀
三
部
□

1　
　
　

者
□
是
浄
土
正
依
経
也
次
傍
明
往
生
浄
土
之

2　
　
　

教
者
華
厳
法
華
随
求
尊
勝
等
明
諸
往
生
浄
土

3　
　
　

之
諸
経
是
也
又
起
信
論
宝
性
論
十
住
毘
婆
沙

4　
　
　

論
摂
大
乗
論
等
明
諸
往
生
浄
土
之
諸
論
是
也

5　
　
　

凡
此
集
中
立
聖
道
浄
土
二
門
意
者
為
令
捨
聖

6　
　
　

道
入
浄
土
門
也
就
此
有
二
由
一
由
去
大
聖
遥

7　
　
　

遠
二
由
理
深
解
微
此
宗
之
中
立
二
門
者
独
非

8　
　
　

道
綽
曇
鸞
天
台
迦
才
慈
恩
等
諸
師
皆
有
此
意

 

（
5
オ
）

4ウ1「此」下、宝本「三」字無く、糸偏の初一両画有り。案ずるに、誤写して訂せざるなり。
4ウ6「四弥」間、底本「者」字有り、宝本無し。今刪る。
4ウ8「也」下、宝本2字（从田尚聲、从口从矢）有り、龍本「マサニシルヘシ」有り。
4ウ8「弥陀三部」下、龍本「経」字有り、宝本も同じ。

5オ1「者」下、宝本1字（从皀卪聲）有り、龍本「スナハチ」有り。
5オ3「沙」、往本「娑」に作り、宝本も同じ。
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（
5
ウ
）

1　
　
　

且
曇
鸞
法
師
往
生
論
注
云
謹
案
龍
樹
菩
薩
十

2　
　
　

住
毘
婆
沙
云
菩
薩
求
阿
毘
跋
致
有
二
種
道
一

3　
　
　

者
難
行
道
二
者
易
行
道
難
行
道
者
謂
五
濁
之

4　
　
　

世
於
無
仏
時
求
阿
毘
跋
致
為
難
此
難
乃
有
多

5　
　
　

途
粗
言
五
三
以
示
義
意
一
者
外
道
相
善
乱
菩

6　
　
　

薩
法
二
者
声
聞
自
利
障
大
慈
悲
三
者
無
顧
悪

7　
　
　

人
破
他
勝
徳
四
者
顛
倒
善
果
能
壊
梵
行
五
者

8　
　
　

唯
是
自
力
無
他
力
持
如
斯
等
事
触
目
皆
是
譬

1　
　
　

如
陸
路
歩
行
則
苦
易
行
道
者
謂
但
以
信
仏
因

2　
　
　

縁
願
生
浄
土
乗
仏
願
力
便
得
往
生
彼
清
浄
土

3　
　
　

仏
力
住
持
即
入
大
乗
正
定
之
聚
正
定
即
是
阿

4　
　
　

毘
跋
致
譬
如
水
路
乗
船
則
楽
已上

此
中
難
行

5　
　
　

道
者
即
是
聖
道
門
也
易
行
道
者
即
是
浄
土
門

6　
　
　

也
難
行
易
行
聖
道
浄
土
其
言
雖
異
其
意
是
同

7　
　
　

又
西
方
要
決
云
仰
惟
釈
迦
啓
運
弘
益
有
縁
教

8　
　
　

闡
随
方
並
霑
法
潤
親
逢
聖
化
道
悟
三
乗
福
薄

 

（
6
オ
）

5ウ2「沙」、往本「娑」に作り、宝本も同じ。

6オ4、短行。
6オ6–同7「同又」間、底本「天台迦才同之応知」8字有り、宝本無し。今刪る。
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（
6
ウ
）

1　
　
　

因
疎
勧
帰
浄
土
作
斯
業
者
専
念
弥
陀
一
切
善

2　
　
　

根
廻
生
彼
国
弥
陀
本
願
誓
度
娑
婆
上
尽
現
生

3　
　
　

一
形
下
至
臨
終
十
念
倶
能
決
定
皆
得
往
生
已上

4　
　
　

又
同
後
序
云
夫
以
生
居
像
季
去
聖
斯
遥
道
預

5　
　
　

三
乗
無
方
契
悟
人
天
両
位
躁
動
不
安
智
博
情

6　
　
　

弘
能
堪
久
処
也
若
識
痴
行
浅
恐
溺
幽
塗
必
須

7　
　
　

遠
跡
娑
婆
栖
心
浄
域
已上

此
中
三
乗
者
即
是
聖

8　
　
　

道
門
意
也
浄
土
者
即
是
浄
土
門
意
也
三
乗
浄

1　
　
　

土
聖
道
浄
土
其
名
雖
異
其
意
亦
同
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
浄
土
宗
学
者
先
須
知
此
旨
設

3　
　
　

雖
先
学
聖
道
門
□
人
若
於
浄
土
門
有
其
志
□

4　
　
　

者
須
棄
聖
道
帰
於
浄
土
例
如
彼
曇
鸞
法
師
捨

5　
　
　

四
論
講
説
一
向
帰
浄
土
道
綽
禅
師
閣
涅
槃
広

6　
　
　

業
偏
弘
西
方
行
上
古
賢
哲
猶
以
如
此
末
代
愚

7　
　
　

魯
寧
不
遵
之
哉
問
曰
聖
道
家
諸
宗
各
有
師
資

8　
　
　

相
承
謂
如
天
台
宗
者
慧
文
南
岳
天
台
章
安
智

 

（
7
オ
）

7オ1「同」下、宝本10字（从一大、从口㠯聲、从辵加聲、从丨上貫一、从竹从寺、从心从音、从仌从隹、
如松某盛之第三、从心𤸰聲、从口从矢）有り、龍本「天台迦才等ノコヽロコレニ准シテシリヌヘシ」
有り。

7オ3「聖道門」下、宝本1字（如松某盛之第三）有り。
7オ3「志」下、龍本「願」字有り、宝本も同じ。
7オ7「魯」、龍本「迷」に作り、宝本も同じ。
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（
7
ウ
）

1　
　
　

威
慧
威
玄
朗
湛
然
次
第
相
承
如
真
言
宗
者
大

2　
　
　

日
如
来
金
剛
薩
埵
龍
樹
龍
智
金
智
不
空
次
第

3　
　
　

相
承
自
餘
諸
宗
又
各
有
相
承
血
脈
而
今
所
言

4　
　
　

□
浄
土
宗
□
有
師
資
相
承
血
脈
譜
乎
答
曰
如

5　
　
　

聖
道
家
血
脈
□
□
□
浄
土
宗
亦
有
血
脈
但
諸

6　
　
　

家
不
同
□
□
□
□
所
謂
廬
山
慧
遠
法
師
慈
愍

7　
　
　

三
蔵
道
綽
善
導
等
是
也
今
□
且
依
道
綽
善
導

8　
　
　

之
一
家
□
論
師
資
相
承
血
脈
者
□
此
亦
有
両

1　
　
　

説
一
者
菩
提
流
支
三
蔵
慧
寵
法
師
道
場
法
師

2　
　
　

曇
鸞
法
師
大
海
禅
師
法
上
法
師
已安
上楽
出集

二
者

3　
　
　

菩
提
流
支
三
蔵
曇
鸞
法
師
道
綽
禅
師
善
導
禅

4　
　
　

師
懐
感
法
師
小
康
法
師
已宋
上両
出伝
唐

5　
　
　

善
導
和
尚
立
正
雑
二
行
捨
雑
行
帰
正
行
之
文

6　
　

□
□
観
経
疏
第
四
□
云
就
行
立
信
者
然
行
有
二

7　
　

種
一
者
正
行
二
者
雑
行
言
正
行
者
専
依
往
生
経

8　
　

行
行
者
是
名
正
行
何
者
是
也
一
心
専
読
誦
此
観

 

（
8
オ
）

7ウ4「浄」上、宝本1字（治本某農之第三）有り。
7ウ4「宗」下、宝本1字（某聚羣英之第一）有り。
7ウ4「乎」、宝本異字（焉哉乎某之第四）に作る。
7ウ5「家」下の「血脈」、龍本「師資相継」4字に作り、宝本も同じ。
7ウ5「浄土宗」上、宝本1字（治本某農之第三）有り。
7ウ5「有」下の「血脈」、龍本「譜系」に作り、宝本も同じ。
7ウ5「但諸」間、底本「於浄土一宗」5字有り、宝本無し。今刪る。
7ウ6「家不」間、底本「亦」字有り、宝本無し。今刪る。
7ウ6「同」下、宝本4字（从二戶、从辵土聲、从飛下翄、壹之小字）有り、龍本「門徒ヒトツニアラス」
有り。

7ウ7「今」下、宝本1字（从白𣥐聲）有り、龍本「ハ」有り。
7ウ8「家」下、宝本1字（去某益詠之第二）有り。
7ウ8「者」下、宝本1字（焉哉乎某之第四）有り。

8オ2夾注「楽」、宝本譌りて異字（从木攸聲）の略体（从夂从木）に作る。
8オ6「観」上、宝本2字（从言堇聲、从木安聲）有り、龍本云く「ツヽシンテ」「案スルニ」と。
8オ6「四」下、龍本「巻」字有り、宝本も同じ。
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（
8
ウ
）

1　
　

経
弥
陀
経
無
量
寿
経
等
一
心
専
注
思
想
観
察
憶

2　
　

念
彼
国
二
報
荘
厳
若
礼
即
一
心
専
礼
彼
仏
若
口

3　
　

称
即
一
心
専
称
彼
仏
若
讃
歎
供
養
即
一
心
専
讃

4　
　

歎
供
養
是
名
為
正
又
就
此
正
中
復
有
二
種
一
者

5　
　

一
心
専
念
弥
陀
名
号
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近

6　
　

念
念
不
捨
者
是
名
正
定
之
業
順
彼
仏
願
故
若
依

7　
　

礼
誦
等
即
名
為
助
業
除
此
正
助
二
行
已
外
自
餘

8　
　

諸
善
悉
名
雑
行
若
修
前
正
助
二
行
心
常
親
近
憶

1　
　

念
不
断
名
為
無
間
也
若
行
後
雑
行
即
心
常
間
断

2　
　

雖
可
廻
向
得
生
衆
名
疎
雑
之
行
也

3　
　
　

私
云
就
此
文
有
二
意
一
明
往
生
行
相
二
判
二

4　
　
　

行
得
失
初
明
往
生
行
相
者
依
善
導
和
尚
意
往

5　
　
　

生
行
雖
多
大
分
為
二
一
正
行
二
雑
行
初
正
行

6　
　
　

者
付
之
有
開
合
二
義
初
開
為
五
種
後
合
為
二

7　
　
　

種
初
開
為
五
種
者
一
読
誦
正
行
二
観
察
正
行

8　
　
　

三
礼
拝
正
行
四
称
名
正
行
五
讃
歎
供
養
正
行

 

（
9
オ
）

9オ6「付之」、山版「就此」に作り、宝本も同じ。
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（
9
ウ
）

1　
　
　

也
第
一
読
誦
正
行
者
専
読
誦
観
経
等
也
即
文

2　
　
　

云
一
心
専
読
誦
此
観
経
弥
陀
経
無
量
寿
経
等

3　
　
　

是
也
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
第
二
観
察
正
行

2　
　
　

者
専
観
察
彼
国
依
正
二
報
也
即
文
云
一
心
専

3　
　
　

注
思
想
観
察
憶
念
彼
国
二
報
荘
厳
是
也
第
三

4　
　
　

礼
拝
正
行
者
専
礼
弥
陀
也
即
文
云
若
礼
即
一

5　
　
　

心
専
礼
彼
仏
是
也
第
四
称
名
正
行
者
専
称
弥

6　
　
　

陀
名
号
也
即
文
云
若
口
称
即
一
心
専
称
彼
仏

7　
　
　

是
也
第
五
讃
歎
供
養
正
行
者
専
讃
歎
供
養
弥

8　
　
　

陀
也
即
文
云
若
讃
歎
供
養
即
一
心
専
讃
歎
供

 

（
10
オ
）

9ウ3「也」下、宝本111字有り、『大経釈』「所言等者指上三経今非等取餘経諸典例如彼法華記第五中妙
楽大師釈十力等功徳文云所言等者非唯供仏兼浄土行如此等例甚多也恐繁不出学者更撿加之五種正行皆
限弥陀一仏功徳所以観察礼拝称名讃歎四箇正行既唯在彼弥陀依正豈読誦行独兼他経」108字有りて大
同なり。但だ小異有りて、宝本「今」字を異字（从入从玉）に作り、「第五」下に1字（从卪𢍏聲）有
り、「十力等功徳」下に1字（如松某盛之第三）有り、「甚」下に1字（存某甘棠之第二）有るのみ。
龍本云く、「マタク」「第五巻」「十力等功徳ノ」「ハナハタモテ」と。
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（
10
ウ
）

1　
　
　

養
是
名
為
正
是
也
若
開
讃
歎
与
供
養
而
為
二

2　
　
　

者
可
名
六
種
正
行
也
今
依
合
義
故
云
五
種
次

3　
　
　

合
為
二
種
者
一
者
正
業
二
者
助
業
初
正
業
者

4　
　
　

以
上
五
種
之
中
第
四
称
名
為
正
定
之
業
即
文

5　
　
　

云
一
心
専
念
弥
陀
名
号
行
住
坐
臥
不
問
時
節

6　
　
　

久
近
念
念
不
捨
者
是
名
正
定
之
業
順
彼
仏
願

7　
　
　

故
是
也
次
助
業
者
除
第
四
口
称
之
外
以
読
誦

8　
　
　

等
四
種
而
為
助
業
即
文
云
若
依
礼
誦
等
即
名

1　
　
　

為
助
業
是
也
問
曰
何
故
五
種
之
中
独
以
称
名

2　
　
　

念
仏
為
正
定
業
乎
答
曰
順
彼
仏
願
故
意
云
称

3　
　
　

名
念
仏
是
彼
仏
本
願
行
也
故
修
之
者
乗
彼
仏

4　
　
　

願
必
得
往
生
也
其
本
願
義
至
下
可
知
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

 

（
11
オ
）

11オ4「也其本願義至下可知」、宝本128字に作る。『決疑鈔』云く、「広本云「称名念仏是彼仏本願行也
故修之者乗彼仏願必得往生由願不虚故以念仏為正定之業本願之義至下応辨但正定者法蔵菩薩於二百一
十億諸仏誓願海中撰定念仏往生之願故云定也選択之義亦応俟下依此等意故以念仏名為正定之業者也読
誦等行即非本願選択之行故名為助念仏亦是正中之正礼誦等是正中之助〻正雖異同在弥陀故為正然而非
無勝劣之義」已上」と。「由願不虚」至「勝劣之義」128字、宝本と大同なり。但だ小異有りて、宝本「〻
正」を互倒して2字（从止一以止、从力且聲）に作るのみ。
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（
11
ウ
）

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
次
雑

4　
　
　

行
者
即
文
云
除
此
正
助
二
行
已
外
自
餘
諸
善

5　
　
　

悉
名
雑
行
是
也
意
云
雑
行
無
量
不
遑
具
述
今

6　
　
　

且
飜
対
五
種
正
行
以
明
五
種
雑
行
也
一
読
誦

7　
　
　

雑
行
二
観
察
雑
行
三
礼
拝
雑
行
四
称
名
雑
行

8　
　
　

五
讃
歎
供
養
雑
行
也
第
一
読
誦
雑
行
者
除
上

1　
　
　

観
経
等
往
生
浄
土
経
已
外
於
大
小
乗
顕
密
諸

2　
　
　

経
受
持
読
誦
悉
名
読
誦
雑
行
第
二
観
察
雑
行

3　
　
　

者
除
上
極
楽
依
正
已
外
大
小
顕
密
事
理
観
行

4　
　
　

□
悉
名
観
察
雑
行
第
三
礼
拝
雑
行
者
除
上
礼

5　
　
　

拝
弥
陀
已
外
於
一
切
諸
餘
仏
菩
薩
等
及
諸
世

6　
　
　

天
等
礼
拝
恭
敬
悉
名
礼
拝
雑
行
第
四
称
名
雑

7　
　
　

行
者
除
上
称
弥
陀
名
号
已
外
称
自
餘
一
切
仏

8　
　
　

菩
薩
等
及
諸
世
天
等
名
号
悉
名
称
名
雑
行
第

 

（
12
オ
）

11ウ3、短行。
11ウ5「述今」間、底本「但」字有り、宝本無し。今刪る。

12オ4「悉」上、往本「皆」字有り、宝本も同じ。
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稿
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（
12
ウ
）

1　
　
　

五
讃
歎
供
養
雑
行
者
除
上
弥
陀
仏
已
外
於
一

2　
　
　

切
諸
餘
仏
菩
薩
等
及
諸
世
天
等
讃
歎
供
養
悉

3　
　
　

名
讃
歎
供
養
雑
行
此
外
亦
有
布
施
持
戒
等
無

4　
　
　

量
之
行
皆
可
摂
尽
雑
行
之
言
次
判
二
行
得
失

5　
　
　

者
若
修
前
正
助
二
行
心
常
親
近
憶
念
不
断
名

6　
　
　

為
無
間
也
若
行
後
雑
行
即
心
常
間
断
雖
可
廻

7　
　
　

向
得
生
衆
名
疎
雑
之
行
即
其
文
也
案
此
文
意

8　
　
　

就
正
雑
二
行
有
五
番
相
対
一
親
疎
対
二
近
遠

1　
　
　

対
三
有
間
無
間
対
四
廻
向
不
廻
向
対
五
純
雑

2　
　
　

対
也
第
一
親
疎
対
者
先
親
者
修
正
助
二
行
者

3　
　
　

於
阿
弥
陀
仏
甚
以
為
親
昵
故
疏
上
文
云
衆
生

4　
　
　

起
行
口
常
称
仏
仏
即
聞
之
身
常
礼
敬
仏
仏

5　
　
　

即
見
之
心
常
念
仏
仏
即
知
之
衆
生
憶
念
仏
者

6　
　
　

仏
憶
念
衆
生
彼
此
三
業
不
相
捨
離
故
名
親
縁

7　
　
　

也
次
疎
者
□
雑
行
也
□
□
□
□
□
衆
生
不
称

8　
　
　

仏
仏
即
不
聞
之
身
不
礼
仏
仏
即
不
見
之
心
不

 

（
13
オ
）

13オ1「有間無間対」、龍本「無間有間対」に作り、宝本も同じ。
13オ1「廻向不廻向対」、龍本「不廻向廻向対」に作り、宝本も同じ。
13オ3「為」、宝本異字（从糸吉聲）に作り、龍本「ムスフ」に作る。
13オ4、短行。
13オ7「者」下、宝本1字（从日正）有り、龍本「コレ」有り。
13オ7「行也」下、『大経記』「飜親謂是者」5字有り、宝本も同じ。
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（
13
ウ
）

1　
　
　

念
仏
仏
即
不
知
之
衆
生
不
憶
念
仏
者
仏
不
憶

2　
　
　

念
衆
生
彼
此
三
業
常
捨
離
故
名
疎
行
也
第
二

3　
　
　

近
遠
対
者
先
近
者
修
正
助
二
行
者
於
阿
弥
陀

4　
　
　

仏
甚
以
隣
近
□
故
疏
上
文
云
衆
生
願
見
仏
仏

5　
　
　

即
応
念
現
在
目
前
故
名
近
縁
也
次
遠
者
□
雑

6　
　
　

行
也
□
□
□
□
□
衆
生
不
願
見
仏
仏
即
不
応

7　
　
　

念
不
現
目
前
故
名
遠
也
但
親
近
義
是
雖
似
一

8　
　
　

善
導
之
意
分
為
二
其
旨
見
疏
文
故
今
所
引
釈

1　
　
　

也
第
三
無
間
有
間
対
者
先
無
間
者
修
正
助
二

2　
　
　

行
者
於
□
弥
陀
仏
憶
念
不
間
断
故
云
名
為
無

3　
　
　

間
是
也
次
有
間
者
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

修
雑
行
者
於
阿
弥
陀
仏
憶
念
常
間
断
故
云
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
心
常
間
断
是
也
第
四
不
廻
向

6　
　
　

廻
向
対
者
修
正
助
二
行
者
縦
令
別
□
不
用
廻

7　
　
　

向
自
然
□
成
往
生
□
業
故
疏
上
文
云
今
此
観

8　
　
　

経
中
十
声
称
仏
即
有
十
願
十
行
具
足
云
何
具

 

（
14
オ
）

13ウ4「以隣」間、底本「為」字有り、宝本無し。今刪る。
13ウ4「近」下、『大経記』「也」字有り、宝本も同じ。
13ウ5「者」下、宝本1字（从日正）有り、龍本「コレ」有り。
13ウ6「也」下、『大経記』「飜近謂是者」5字有り、宝本も同じ。
13ウ8「分為」間、底本「而」字有り、宝本無し。今刪る。

14オ2「弥陀仏」上、龍本「阿」字有り、宝本も同じ。
14オ3「者」下、『大経記』「是雑行也飜無間謂是者」10字有り、宝本も同じ。
14オ4「故云」、『大経釈』「即文云若行後雑行即」9字に作り、宝本も同じ。
14オ6「別」下、『大経記』「雖」字有り、宝本も同じ。
14オ7「然」下、『大経記』「而」字有り、宝本も同じ。
14オ7「生」下、『大経記』「之」字有り、宝本も同じ。
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（
14
ウ
）

1　
　
　

足
言
南
無
者
即
是
帰
命
亦
是
発
願
廻
向
之
義

2　
　
　

言
阿
弥
陀
仏
者
即
是
其
行
以
斯
義
故
必
得
往

3　
　
　

生
已上

次
廻
向
者
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

修
雑
行
者
必
用
廻
向
之
時
成
往
生
之
因
若
不

5　
　
　

用
廻
向
之
時
不
成
往
生
之
因
故
云
雖
可
廻
向

6　
　
　

得
生
是
也
第
五
純
雑
対
者
先
純
者
修
正
助
二

7　
　
　

行
者
純
是
極
楽
之
行
也
次
雑
者
是
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
純
非
極
楽
之
行
通
於

1　
　
　

人
天
及
以
三
乗
亦
通
於
十
方
浄
土
故
云
雑
也

2　
　
　

然
者
西
方
行
者
須
捨
雑
行
修
正
行
也
問
曰
此

3　
　
　

純
雑
義
於
経
論
中
有
其
証
拠
乎
答
曰
於
大
小

4　
　
　

乗
経
律
論
之
中
立
純
雑
二
門
其
例
非
一
大
乗

5　
　
　

即
於
八
蔵
之
中
而
立
雑
蔵
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
当
知
七
蔵
是
純
一
蔵
是
雑
小

 

（
15
オ
）

14ウ3「者」下、宝本11字有り、『大経記』「雑行也飜不廻向謂是者」10字有りて大同なり。但だ小異有
りて、宝本此の10字の上に1字（从日正）有るのみ。龍本云く、「コレ雑行ナリ不廻向ヲヒルカヘシ
テコレヲイハヽ」と。

14ウ7「者是」下、『大経記』「雑行也飜純謂是者修雑行者是」13字有り、宝本も同じ。

15オ5「雑蔵」下、『大経釈』「八蔵者安然和尚教時義中引菩薩処胎経云一胎化蔵二中陰蔵三摩訶衍方等
蔵四戒律蔵五十住蔵六雑蔵七金剛蔵八仏蔵」51字有り、宝本も同じ。

15オ6–同8、長行。
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（
15
ウ
）

1　
　
　

乗
即
於
四
含
之
中
而
立
雑
含
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
当
知
三
含
是

3　
　
　

純
一
含
是
雑
律
即
□
□
□
□
□
□
□
□
立
二

4　
　
　

十
犍
度
以
明
戒
行
其
中
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
前
十
九

3　
　
　

是
純
後
一
雑
犍
度
也
論
則
立
八
犍
度
明
諸
法

4　
　
　

性
相
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
前
七
是
純
後
一
是
雑

6　
　
　

犍
度
也
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
賢
聖
集

 

（
16
オ
）

15ウ1「含」下、『大経釈』「四含者一増一阿含二長阿含三中阿含四雑阿含」20字有り、宝本も同じ。
15ウ1–同2、長行。
15ウ3「即」、『大経釈』「則於二十犍度之中而」9字に作り、宝本も同じ。
15ウ3「二十犍度以明戒行其中」、宝本117字に作り、『大経釈』「雑犍度二十犍度者一受戒犍度二者説戒
犍度三者安居犍度四自恣犍度五皮革犍度六衣犍度七薬犍度八迦絺那衣犍度九鳩睒弥犍度十瞻婆犍度十
一呵責犍度十二人犍度十三覆蔵犍度十四遮犍度十五破僧犍度十六滅諍犍度十七尼犍度十八説法犍度十
九房舎犍度二十雑犍度当知」119字に作りて大同なり。但だ小異有りて、宝本「二者」「三者」の「者」
2字無く、「諍」字を譌りて異字（从水爭聲）に作るのみ。

16オ3「一雑」間、底本「是」字有り、宝本無し。今刪る。
16オ3「立八犍度明諸法性相」、『大経釈』「於八犍度之中而立雑犍度八犍度者一業二使三智四定五根六
大七見八雑当知」33字に作り、宝本も同じ。

16オ5「七是」間、底本「犍度」2字有り、宝本無し。今刪る。
16オ6「也」下、『大経釈』「又小乗経量部於五蔵之中而立雑蔵五蔵者一修多羅蔵二毘尼蔵三阿毘曇蔵四
雑蔵五呪蔵当知四純一雑又」45字有り、宝本も同じ。
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（
16
ウ
）

1　
　
　

中
唐
宋
両
伝
立
十
科
法
明
高
僧
行
徳
其
中
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
前

4　
　
　

九
是
純
後
一
是
雑
科
也
乃
至
大
乗
義
章
有
五

5　
　
　

聚
法
門
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
前
四
聚
是
純
後

7　
　
　

一
是
雑
也
亦
非
顕
教
密
教
之
中
有
純
雑
法
謂

8　
　
　

山
家
仏
法
血
脈
譜
云
一
胎
蔵
界
曼
陀
羅
血
脈

1　
　
　

譜
一
首
二
金
剛
界
曼
陀
羅
血
脈
譜
一
首
三
雑

2　
　
　

曼
陀
羅
血
脈
譜
一
首
前
二
是
純
後
一
是
雑
□

3　
　
　

□
純
雑
之
義
雖
多
今
□
略
挙
小
分
而
已
当
知

4　
　
　

純
雑
之
義
随
法
而
不
定
因
茲
今
善
導
和
尚
意

5　
　
　

且
於
浄
土
行
□
論
純
雑
也
□
此
純
雑
義
□
不

6　
　
　

局
内
典
外
典
之
中
其
例
甚
多
恐
繁
不
出
矣
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

 

（
17
オ
）

16ウ1「立十科法明高僧行徳其中」、宝本45字に作り、『大経釈』「於十科之中而立雑科十科法者一訳経
二義解三習禅四明律五護法六感応七読誦八遺身九興福十雑科当知」45字に作りて大同なり。但だ小
異有りて、宝本「応」を異字（从辵甬聲）に作るのみ。龍本云く、「六ニハ感通」と。

16ウ4「有」、『大経釈』「立」に作り、宝本も同じ。
16ウ5「門」下、『大経釈』「其中有雑聚五聚者一教聚二義聚三染聚四浄聚五雑聚当知」25字有り、宝本
も同じ。

16ウ7「雑也」間、底本「聚」字有り、宝本無し。今刪る。

17オ2「二是」間、底本「首」字有り、宝本無し。今刪る。
17オ2「一是」間、底本「首」字有り、宝本無し。今刪る。
17オ2「雑」下、『大経釈』「如斯」2字有り、宝本も同じ。
17オ3「今」下、『大経釈』「且」字有り、宝本も同じ。
17オ3「小」、『大経釈』「少」に作り、宝本も同じ。
17オ4「因茲」、『大経釈』「然則」に作り、宝本も同じ。
17オ5「行」下、『大経釈』「而」字有り、宝本も同じ。
17オ5「也」下、『大経釈』「又」字有り、宝本も同じ。
17オ5「義」下、『大経釈』「唯」字有り、宝本も同じ。
17オ6「矣」下、宝本53字有り、『大経釈』「取要言之正即雖有読誦観察礼拝讃歎等五種不同取於称名名
為正行雑即雖有疎遠有間廻向雑等五義不同取純雑義名為雑行」53字有りて大同なり。但だ小異有りて、
宝本「拝」を異字（从禾爯聲）に作るのみ。龍本云く、「読誦観察礼称讃歎等」と。
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（
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1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
但
於
往
生
行
而
□
分
二
行
不
□
□
限
善
導

3　
　
　

一
師
若
依
道
綽
禅
師
意
者
往
生
行
雖
多
束
而

4　
　
　

為
二
一
謂
念
仏
往
生
二
謂
万
行
往
生
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
若
依
懐
感
禅
師
意
□
往
生
行
雖

6　
　
　

多
束
而
為
二
一
謂
念
仏
往
生
二
謂
諸
行
往
生

7　
　
　

恵同
心之

□
□
□
□
□
□
□
□
如
是
三
師
□
□
□

8　
　
　

□
各
立
二
行
摂
往
生
行
甚
得
其
旨
□
□
□
□

1　
　
　

餘
師
不
然
行
者
応
思
之
□
□
□
□
往
生
礼
讃

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
云
若
能
如
上
念

3　
　
　

念
相
続
畢
命
為
期
者
十
即
十
生
百
即
百
生
何

4　
　
　

以
故
無
外
雑
縁
得
正
念
故
与
仏
本
願
相
応
故

5　
　
　

不
違
教
故
随
順
仏
語
故
若
欲
捨
専
修
雑
業
者

6　
　
　

百
時
希
得
一
二
千
時
希
得
五
三
何
以
故
由
雑

7　
　
　

縁
乱
動
失
正
念
故
与
仏
本
願
不
相
応
故
与
教

8　
　
　

相
違
故
不
順
仏
語
故
係
念
不
相
続
故
憶
想
間

 

（
18
オ
）

17ウ2「而」、『大経釈』「如此」2字に作り、宝本も同じ。
17ウ2「不」、『大経釈』「非唯独」3字に作り、宝本も同じ。
17ウ4「万行往生」下、『大経釈』「念仏是正万行是雑」8字有り、宝本も同じ。
17ウ5「意」下、『大経釈』「者」字有り、宝本も同じ。
17ウ7夾注「恵心同之」下、『大経釈』「念仏如前諸行是雑」8字有り、宝本も同じ。
17ウ7「師」下、『大経釈』「言異意一」4字有り、宝本も同じ。
17ウ8「旨」下、『大経釈』「最可帰依」4字有り、宝本も同じ。

18オ1「餘師」、底本「自餘諸師」4字に作り、宝本「自」「諸」2字無し。今刪る。
18オ1「応思之」、『大経釈』「思択又善導和尚」7字に作り、宝本も同じ。
18オ1–19オ5「往生礼讃」至「応知」、底本改行して低書せず、以て前後の私釈と別つ。宝本改行せず
して一格低書し、以て前後の私釈と別たず。今改む。

18オ2「云」上、『大経釈』「中細判二行得失謹案彼文」11字有り、宝本も同じ。
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ウ
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1　
　
　

断
故
廻
願
不
慇
重
真
実
故
貪
瞋
諸
見
煩
悩
来

2　
　
　

間
断
故
無
有
慚
愧
悔
過
故
又
不
相
続
念
報
彼

3　
　
　

仏
恩
故
心
生
軽
慢
雖
作
業
行
常
与
名
利
相
応

4　
　
　

故
人
我
自
覆
不
親
近
同
行
善
知
識
故
楽
近
雑

5　
　
　

縁
自
障
障
他
往
生
正
行
故
何
以
故
余
比
日
自

6　
　
　

見
聞
諸
方
道
俗
解
行
不
同
専
雑
有
異
但
使
専

7　
　
　

意
作
者
十
即
十
生
修
雑
不
至
心
者
千
中
無
一

8　
　
　

此
二
行
得
失
如
前
已
辨
仰
願
一
切
往
生
人
等

1　
　
　

善
自
思
量
已
能
今
身
願
生
彼
国
者
行
住
坐
臥

2　
　
　

必
須
励
心
剋
已
昼
夜
莫
廃
畢
命
為
期
正
在
一

3　
　
　

形
似
如
小
苦
前
念
命
終
後
念
即
生
彼
国
長
時

4　
　
　

永
劫
常
受
無
為
法
楽
乃
至
成
仏
不
逕
生
死
豈

5　
　
　

非
快
哉
応
知
□□

私
云
見
此
文
弥
須
捨
雑
修
専

6　
　
　

豈
捨
百
即
百
生
専
修
正
行
堅
執
千
中
無
一
雑

7　
　
　

修
雑
行
乎
行
者
能
思
量
之
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

 

（
19
オ
）

19オ2「正」、山版「上」に作り、宝本も同じ。
19オ4「法」、往本「諸」に作り、宝本も同じ。
19オ5「知」下、『大経釈』夾注「已上」2字有り、宝本も同じ。
19オ5–同7「見此」至「量之」36字、宝本正文406字夾注2字に作り、『大経釈』「凡此文者是行者至要也
専雑之訓得失之誡甚以苦也求極楽之人盍貯寸符哉若夫抛雑修専者百即百生如棄迂向直豈以不届也捨専
修雑者千中無一如捨夷趣嶮遂以弗達矣往生要集下云問若凡下輩亦得往生云何近代於彼国土求者千万得
無一二答綽和尚云信心不深若存若亡故信心不一不決定故信心不相続餘念間故此三不相応故不能往生若
具三心者不往生者無有是処導和尚云若能如上念念相続畢命為斯者十即十生百即百生若欲捨専修雑業者
百時希得一二千時希得三五已上此問答意明以善導和尚二修欲決往生極楽之行者也意云若依専修而行用者
千万悉生若拠雑業而欣求者一二叵生既恵心意於西方行以導和尚而為指南其餘末学寧不依憑既知恵心尚
以叙用何況於其餘世人乎就中我輩隔賢愚者万万里焉人情念念下劣之故去時代者二百廻矣仏法日日澆薄
之故云何近代浅識之徒処愚誚賢居末非本然則決定欲得生彼極楽国土由此答意捨雑修専是先徳意不可懈
慢努力努力又綽禅師三信三不亦是専雑二修之義答中二文為成一意師資儡同無差而已」正文406字夾注
2字に作りて大同なり。但だ小異有りて、宝本「符」を異字（从广付聲）に作り、「往生要集下云」上
に1字（从攴古聲）有り、「此三不相応故」の「故」字を異字（从白𣥐聲）に作り、「若具三心者」の「者」
字無く、「畢命為斯」の「斯」字を異字（从月其聲）に作り、「依専修」の「依」字を譌りて異字（从
彡攸聲）に作るのみ。龍本云く、「寸府」「カルカユヘニ往生要集ノ下ニイハク」「コノミツノ不相応ハ」
「畢命為期」と。
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（
19
ウ
）

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

7　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

8　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

 

（
20
オ
）
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1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

4　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

5　
　
　

□
□
□
□
□
□
□

6　
　
　

弥
陀
如
来
不
以
餘
行
為
往
生
本
願
唯
以
念
仏

7　
　
　

為
往
生
本
願
之
文

8　
　

□
□
無
量
寿
経
上
云
設
我
得
仏
十
方
衆
生
至
心

1　
　

信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覚

2　
　

□
□
観
念
法
門
□□

引
上
文
云
若
我
成
仏
十
方
衆

3　
　

生
願
生
我
国
称
我
名
字
下
至
十
声
乗
我
願
力
若

4　
　

不
生
者
不
取
正
覚

5　
　

□
□
往
生
礼
讃
□□

同
引
上
文
云
若
我
成
仏
十
方

6　
　

衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚

7　
　

彼
仏
今
現
在
世
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生

8　
　

称
念
必
得
往
生

 

（
21
オ
）

20ウ8「無」上、宝本2字（从言堇聲、从木安聲）有り。龍本云く、「ツヽシンテ」「案スルニ」と。

21オ2「観」上、宝本2字（从言堇聲、从木安聲）有り。龍本云く、「ツヽシンテ」「案スルニ」と。
21オ2「門」下、龍本夾注「善導」2字有り、宝本も同じ。
21オ5「往」上、宝本2字（从言堇聲、从木安聲）有り。龍本云く、「ツヽシンテ」「案スルニ」と。
21オ5「讃」下、龍本夾注「善導」2字有り、宝本も同じ。
21オ5「同」、宝本異字（手也象形）に作り、龍本「マタ」に作る。
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（
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ウ
）

1　
　
　

私
云
一
切
諸
仏
各
有
総
別
二
種
之
願
総
者
四

2　
　
　

弘
誓
願
是
也
別
者
如
釈
迦
五
百
大
願
薬
師
十

3　
　
　

二
上
願
等
是
也
今
此
四
十
八
願
者
是
弥
陀
別

4　
　
　

願
也
問
曰
弥
陀
如
来
於
何
時
何
仏
所
発
此
願

5　
　
　

乎
答
曰
寿
経
云
仏
告
阿
難
乃
往
過
去
久
遠
無

6　
　
　

量
不
可
思
議
無
央
数
劫
定
光
如
来
興
出
於
世

7　
　
　

教
化
度
脱
無
量
衆
生
皆
令
得
道
乃
取
滅
度
次

8　
　
　

有
如
来
名
曰
光
遠
乃至

次
名
処
世
如
此
諸
仏
五三
十

1　
　
　

仏也

皆
悉
已
過
爾
時
次
有
仏
名
世
自
在
王
如
来

2　
　
　

時
有
国
王
聞
仏
説
法
心
懐
悦
豫
尋
発
無
上
正

3　
　
　

真
道
意
棄
国
捐
王
行
作
沙
門
号
曰
法
蔵
高
才

4　
　
　

勇
哲
与
世
超
異
詣
世
自
在
王
如
来
所
乃至

於
是

5　
　
　

世
自
在
王
仏
即
為
広
説
二
百
一
十
億
諸
仏
刹

6　
　
　

土
人
天
之
善
悪
国
土
之
麁
妙
応
其
心
願
悉
現

7　
　
　

与
之
時
彼
比
丘
聞
仏
所
説
厳
浄
国
土
皆
悉
覩

8　
　
　

見
超
発
無
上
殊
勝
之
願
其
心
寂
静
志
無
所
著

 

（
22
オ
）

21ウ8、長行。
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1　
　
　

一
切
世
間
無
能
及
者
具
足
五
劫
思
惟
摂
取
荘

2　
　
　

厳
仏
国
清
浄
之
行
阿
難
白
仏
彼
仏
国
土
寿
量

3　
　
　

幾
何
仏
言
其
仏
寿
命
四
十
二
劫
時
法
蔵
比
丘

4　
　
　

摂
取
二
百
一
十
億
諸
仏
妙
土
清
浄
之
行
已上

又

5　
　
　

大
阿
弥
陀
経
云
其
仏
即
選
択
二
百
一
十
億
仏

6　
　
　

国
土
中
諸
天
人
民
之
善
悪
国
土
之
好
醜
為
選

7　
　
　

択
心
中
所
欲
願
楼
夷
亘
羅
仏
此在
云王
世仏
自

説
経
畢

8　
　
　

曇
摩
迦
此法
云蔵

便
一
其
心
即
得
天
眼
徹
視
悉
自

1　
　
　

見
二
百
一
十
億
諸
仏
国
土
中
諸
天
人
民
之
善

2　
　
　

悪
国
土
之
好
醜
即
選
択
心
中
所
願
便
結
得
是

3　
　
　

廿
□
四
願
経
平亦
等復
覚同
経之

此
中
選
択
者
即
是
取

4　
　
　

捨
義
也
謂
於
二
百
一
十
億
諸
仏
浄
土
中
捨
人

5　
　
　

天
之
悪
取
人
天
之
善
捨
国
土
之
醜
取
国
土
之

6　
　
　

好
也
大
阿
弥
陀
経
選
択
義
如
是
双
巻
意
亦
有

7　
　
　

選
択
義
謂
云
摂
取
二
百
一
十
億
諸
仏
妙
土
清

8　
　
　

浄
之
行
是
也
選
択
与
摂
取
其
言
雖
異
其
意
是

 

（
23
オ
）

22ウ7、長行。

23オ3「廿」、龍本「二十」2字に作り、宝本も同じ。
23オ6「巻意」間、底本「経」字有り、宝本無し。今刪る。
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（
23
ウ
）

1　
　
　

同
然
者
捨
不
清
浄
行
取
清
浄
之
行
也
上
天
人

2　
　
　

之
善
悪
国
土
之
麁
妙
其
義
亦
然
准
之
応
知
夫

3　
　
　

約
四
十
八
願
一
往
各
論
選
択
摂
取
之
義
者
第

4　
　
　

一
無
三
悪
趣
願
者
於
所
覩
見
之
二
百
一
十
億

5　
　
　

土
中
或
有
有
三
悪
趣
之
国
土
或
有
無
三
悪
趣

6　
　
　

之
国
土
即
選
捨
其
有
三
悪
趣
麁
悪
国
土
選
取

7　
　
　

其
無
三
悪
趣
善
妙
国
土
故
云
選
択
也
第
二
不

8　
　
　

更
悪
趣
願
者
於
彼
諸
仏
土
中
或
有
縦
雖
国
中

1　
　
　

無
三
悪
道
其
国
人
天
寿
終
之
後
従
其
国
去
復

2　
　
　

更
三
悪
趣
之
土
或
有
不
更
悪
道
之
土
即
選
捨

3　
　
　

其
更
悪
道
麁
悪
国
土
選
取
其
不
更
悪
道
善
妙

4　
　
　

国
土
故
云
選
択
也
第
三
悉
皆
金
色
願
者
於
彼

5　
　
　

諸
仏
土
中
或
有
一
土
之
中
有
黄
白
二
類
人
天

6　
　
　

之
国
土
或
有
純
黄
金
色
之
国
土
即
選
捨
黄
白

7　
　
　

二
類
麁
悪
国
土
選
取
黄
金
一
色
善
妙
国
土
故

8　
　
　

云
選
択
也
第
四
無
有
好
醜
願
者
於
彼
諸
仏
土

 

（
24
オ
）



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（37）92

 

（
24
ウ
）

1　
　
　

中
或
有
人
天
形
色
好
醜
不
同
之
国
土
或
有
形

2　
　
　

色
一
類
無
有
好
醜
之
国
土
即
選
捨
好
醜
不
同

3　
　
　

麁
悪
国
土
選
取
無
有
好
醜
善
妙
国
土
故
云
選

4　
　
　

択
也
乃
至
第
十
八
念
仏
往
生
願
者
於
彼
諸
仏

5　
　
　

土
中
或
有
以
布
施
為
往
生
行
之
土
或
有
以
持

6　
　
　

戒
為
往
生
行
之
土
或
有
以
忍
辱
為
往
生
行
之

7　
　
　

土
或
有
以
精
進
為
往
生
行
之
土
或
有
以
禅
定

8　
　
　

為
往
生
行
之
土
或
有
以
般
若
信等
第是
一也
義

為
往
生

1　
　
　

行
之
土
或
有
以
菩
提
心
為
往
生
行
之
土
或
有

2　
　
　

以
六
念
為
往
生
行
之
土
或
有
以
持
経
為
往
生

3　
　
　

行
之
土
或
有
以
持
呪
為
往
生
行
之
土
或
有
以

4　
　
　

起
立
塔
像
飯
食
沙
門
及
以
孝
養
父
母
奉
事
師

5　
　
　

長
等
種
種
之
行
各
為
往
生
行
之
国
土
等
或
有

6　
　
　

専
称
其
国
仏
名
為
往
生
行
之
土
如
此
以
一
行

7　
　
　

配
一
仏
土
者
是
且
一
往
之
義
也
再
往
論
之
其

8　
　
　

義
不
定
或
有
一
仏
土
中
以
多
行
為
往
生
行
之

 

（
25
オ
）

24ウ8、長行。
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（
25
ウ
）

1　
　
　

土
或
有
多
仏
土
中
以
一
行
通
為
往
生
行
之
土

2　
　
　

如
是
往
生
行
種
種
不
同
不
可
具
述
也
即
今
選

3　
　
　

捨
前
布
施
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
諸
行
選
取

4　
　
　

専
称
仏
号
故
云
選
択
也
且
約
五
願
略
論
選
択

5　
　
　

其
義
如
是
自
餘
諸
願
准
之
応
知
問
曰
普
約
諸

6　
　
　

願
選
捨
麁
悪
選
取
善
妙
其
理
可
然
何
故
第
十

7　
　
　

八
願
選
捨
一
切
諸
行
唯
偏
選
取
念
仏
一
行
為

8　
　
　

往
生
本
願
乎
答
曰
聖
意
難
測
不
能
輒
解
雖
然

1　
　
　

今
試
以
二
義
解
之
一
者
勝
劣
義
二
者
難
易
義

2　
　
　

初
勝
劣
者
念
仏
是
勝
餘
行
是
劣
所
以
者
何
名

3　
　
　

号
者
是
万
徳
之
所
帰
也
然
則
弥
陀
一
仏
所
有

4　
　
　

四
智
三
身
十
力
四
無
畏
等
一
切
内
証
功
徳
相

5　
　
　

好
光
明
説
法
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
皆
悉
摂

6　
　
　

在
阿
弥
陀
仏
名
号
之
中
故
名
号
功
徳
最
為
勝

7　
　
　

也
餘
行
不
然
各
守
一
隅
是
以
為
劣
也
譬
如
世

8　
　
　

間
屋
舎
□
□
□
名
字
之
中
摂
棟
梁
椽
柱
等
一

 

（
26
オ
）

26オ7「各」、宝本譌りて異字（从竹合聲）の異体（从艸合聲）に作る。
26オ8「舎」下、往本「其屋舎」3字有り、宝本も同じ。



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（39）90

 

（
26
ウ
）

1　
　
　

切
家
具
□
棟
梁
等
一
一
名
字
中
不
能
摂
□
一

2　
　
　

切
□
□
以
之
応
知
然
則
仏
名
号
功
徳
勝
餘
一

3　
　
　

切
功
徳
故
捨
劣
取
勝
以
為
本
願
歟
次
難
易
義

4　
　
　

者
念
仏
易
修
諸
行
難
修
是
故
往
生
礼
讃
云
問

5　
　
　

曰
何
故
不
令
作
観
直
遣
専
称
名
字
者
有
何
意

6　
　
　

也
答
曰
乃
由
衆
生
障
重
境
細
心
麁
識
颺
神
飛

7　
　
　

観
難
成
就
也
是
以
大
聖
悲
憐
直
勧
専
称
名
字

8　
　
　

正
由
称
名
易
故
相
続
即
生
已上

又
往
生
要
集
問

1　
　
　

曰
一
切
善
業
各
有
利
益
各
得
往
生
何
故
唯
勧

2　
　
　

念
仏
一
門
答
曰
今
勧
念
仏
非
是
遮
餘
種
種
妙

3　
　
　

行
只
是
男
女
貴
賤
不
簡
行
住
坐
臥
不
論
時
処

4　
　
　

諸
縁
修
之
不
難
乃
至
臨
終
願
求
往
生
得
其
便

5　
　
　

宜
不
如
念
仏
已上

故
知
念
仏
易
故
通
於
一
切
諸

6　
　
　

行
難
故
不
通
諸
機
然
則
為
令
一
切
衆
生
平
等

7　
　
　

往
生
捨
難
取
易
為
本
願
歟
若
夫
以
造
像
起
塔

8　
　
　

而
為
本
願
者
貧
窮
困
乏
類
定
絶
往
生
望
然
富

 

（
27
オ
）

26ウ1「具」下、宝本1字（勉某祗植之第二）有り。
26ウ1「摂」下、宝本1字（治本某農之第三）有り。
26ウ2「切」下、龍本「家具」有り、宝本も同じ。
26ウ2「之」、宝本異字（从斤其聲）に作り、龍本「コレ」に作る。

27オ8「乏類」間、底本「之」字有り、宝本無し。今刪る。
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（
27
ウ
）

1　
　
　

貴
者
少
貧
賤
者
甚
多
若
以
智
慧
高
才
而
為
本

2　
　
　

願
者
愚
鈍
下
智
者
定
絶
往
生
望
然
智
慧
者
少

3　
　
　

愚
痴
者
甚
多
若
以
多
聞
多
見
而
為
本
願
者
少

4　
　
　

聞
少
見
輩
定
絶
往
生
望
然
多
聞
者
少
少
聞
者

5　
　
　

甚
多
若
以
持
戒
持
律
而
為
本
願
者
破
戒
無
戒

6　
　
　

人
定
絶
往
生
望
然
持
戒
者
少
破
戒
者
甚
多
自

7　
　
　

餘
諸
行
准
之
応
知
当
知
以
上
諸
行
等
而
為
本

8　
　
　

願
者
得
往
生
者
少
不
往
生
者
多
然
則
弥
陀
如

1　
　
　

来
法
蔵
比
丘
之
昔
被
催
平
等
慈
悲
普
為
摂
於

2　
　
　

一
切
不
以
造
像
起
塔
等
諸
行
為
往
生
本
願
唯

3　
　
　

以
称
名
念
仏
一
行
為
其
本
願
也
故
法
照
禅
師

4　
　
　

五
会
法
事
讃
云
彼
仏
因
中
立
弘
誓
聞
名
念
我

5　
　
　

総
迎
来
不
簡
貧
窮
将
富
貴
不
簡
下
智
与
高
才

6　
　
　

不
簡
多
聞
持
浄
戒
不
簡
破
戒
罪
根
深
但
使
廻

7　
　
　

心
多
念
仏
能
令
瓦
礫
変
成
金
已上

問
曰
一
切
菩

8　
　
　

薩
雖
立
其
願
或
有
已
成
就
亦
有
未
成
就
未
審

 

（
28
オ
）

27ウ7「当」、宝本異字（从日正）に作り、龍本「コヽニ」に作る。

28オ8「亦」、『大経釈』「或」に作り、宝本も同じ。



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（41）88

 

（
28
ウ
）

1　
　
　

法
蔵
菩
薩
四
十
八
願
已
為
成
就
将
為
未
成
就

2　
　
　

也
答
曰
法
蔵
誓
願
一
一
成
就
□
□
□
□
□
□

3　
　
　

□
□
何
者
極
楽
□
界
中
既
無
三
悪
趣
当
知
是

4　
　
　

即
成
就
□
□
無
三
悪
趣
之
願
也
何
以
得
知
即

5　
　
　

□
□
□
□
願
成
就
文
云
亦
無
地
獄
餓
鬼
畜
生

6　
　
　

諸
難
之
趣
是
也
又
彼
国
人
天
寿
終
之
後
無
更

7　
　
　

三
悪
趣
当
知
是
即
成
就
□
□
不
更
悪
趣
之
願

8　
　
　

也
以
何
得
知
即
□
□
□
□
願
成
就
文
云
又
彼

1　
　
　

菩
薩
乃
至
成
仏
不
更
悪
趣
是
也
又
極
楽
人
天

2　
　
　

既
以
無
有
一
人
不
具
三
十
二
相
当
知
是
成
就

3　
　
　

□
□
□
□
具
三
十
二
相
願
也
以
何
得
知
即
□

4　
　
　

□
□
□
□
願
成
就
文
云
生
彼
国
者
皆
悉
具
足

5　
　
　

三
十
二
相
是
也
如
是
初
自
無
三
悪
趣
願
終
至

6　
　
　

得
三
法
忍
願
一
一
誓
願
皆
以
成
就
第
十
八
念

7　
　
　

仏
往
生
願
豈
孤
以
不
成
就
乎
然
則
念
仏
之
人

8　
　
　

皆
以
往
生
以
何
得
知
即
念
仏
往
生
願
成
就
文

 

（
29
オ
）

28ウ2「就」下、『大経釈』「僉式信受敢莫孤疑」8字有り、宝本も同じ。
28ウ3「楽」下、『大経釈』「世」字有り、宝本も同じ。
28ウ4「就」下、『大経釈』「第一」2字有り、宝本も同じ。
28ウ5「願」上、龍本「無三悪趣」4字有り、宝本も同じ。
28ウ7「就」下、『大経記』「第二」2字有り、宝本も同じ。
28ウ8「即」下、龍本「不更悪趣」4字有り、宝本も同じ。

29オ1「極楽」、『大経釈』「彼国」に作り、宝本も同じ。
29オ2「是成」間、底本「即」字有り、宝本無し。今刪る。
29オ3「具」上、龍本「第二十一」4字有り、宝本も同じ。
29オ3「即」下、龍本「具三十二相」5字有り、宝本も同じ。
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田
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学
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（
29
ウ
）

1　
　
　

云
諸
有
衆
生
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念

2　
　
　

至
心
廻
向
願
生
彼
国
即
得
往
生
住
不
退
転
是

3　
　
　

也
凡
四
十
八
願
荘
厳
浄
土
華
池
宝
閣
無
非
願

4　
　
　

力
何
於
其
中
独
可
疑
惑
念
仏
往
生
願
乎
加
之

5　
　
　

一
一
願
終
□
云
若
不
爾
者
不
取
正
覚
而
阿
弥

6　
　
　

陀
仏
成
仏
已
来
於
今
十
劫
成
仏
之
誓
既
以
成

7　
　
　

就
当
知
一
一
願
不
可
虚
設
故
善
導
□
□
□
□

8　
　
　

□
云
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不

1　
　
　

虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
已上

□
□
□
□
□
□
□

2　
　
　

□
□
□
問
曰
経
云
十
念
釈
云
十
声
念
声
之
義

3　
　
　

□
□
如
何
答
曰
念
声
是
一
何
以
得
知
観
経
下

4　
　
　

品
下
生
云
令
声
不
絶
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥

5　
　
　

陀
仏
称
仏
名
故
於
念
念
中
除
八
十
億
劫
生
死

6　
　
　

之
罪
□□

今
依
此
文
声
即
是
念
念
則
是
声
其
意

7　
　
　

明
矣
加
之
大
集
月
蔵
経
云
大
念
見
大
仏
小
念

8　
　
　

見
小
仏
感
師
釈
云
大
念
者
大
声
念
仏
小
念
者

 

（
30
オ
）

29ウ4「惑」、宝本譌りて異字（从囗从戈又从一）に作る。
29ウ5「終」下、『大経釈』「皆」字有り、宝本も同じ。
29ウ6「既」、『大経記』「果」に作り、宝本も同じ。
29ウ7「一願」間、底本「之」字有り、宝本無し。今刪る。
29ウ7「善導」、『大経釈』「上所引往生礼讃」7字に作り、宝本も同じ。

30オ1夾注「已上」下、『大経釈』「釈家得願旨須可仰信耳」10字有り、宝本も同じ。
30オ3「如」上、龍本「一異」2字有り、宝本も同じ。
30オ6「罪」下、『大経釈』夾注「已上」2字有り、宝本も同じ。
30オ7「明」、『大経釈』「暁」に作り、宝本も同じ。



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（43）86

 

（
30
ウ
）

1　
　
　

小
声
念
仏
故
□
□
□
□
□
□
□
□
知
念
即
是

2　
　
　

唱
□
也
問
曰
経
云
乃
至
釈
云
下
至
□
□
□
□

3　
　
　

其
意
如
何
答
曰
乃
至
与
下
至
其
意
是
一
経
云

4　
　
　

乃
至
者
従
多
向
少
之
言
也
多
者
上
尽
一
形
也

5　
　
　

少
者
下
至
十
声
一
声
等
也
釈
云
下
至
者
下
者

6　
　
　

対
上
之
言
也
□
□
下
者
下
至
十
声
一
声
等
也

7　
　
　

□
□
上
者
上
尽
一
形
也
上
下
相
対
之
文
其
例

8　
　
　

惟
多
□
□
宿
命
通
願
云
設
我
得
仏
国
中
人
天

1　
　
　

不
識
宿
命
下
至
不
知
百
千
億
那
由
他
諸
劫
事

2　
　
　

者
不
取
正
覚
如
是
五
神
通
及
以
光
明
寿
命
等

3　
　
　

願
中
一
一
□
置
下
至
之
言
是
則
従
多
至
少
以

4　
　
　

下
対
上
之
義
也
□
□
例
上
八
種
之
願
今
此
願

5　
　
　

□
乃
至
者
即
是
下
至
也
是
故
今
善
導
所
引
□

6　
　
　

釈
下
至
之
言
其
意
不
相
違
但
□
□
□
善
導
与

7　
　
　

諸
師
其
意
不
同
諸
師
之
釈
別
云
十
念
往
生
願

8　
　
　

善
導
独
総
云
念
仏
往
生
願
□
□
□
□
□
□
□

 

（
31
オ
）

30ウ1「故」、『大経釈』「亦依此意念声是一当」9字に作り、宝本も同じ。
30ウ2「唱」下、龍本「訓」字有り、宝本も同じ。
30ウ2「至」下、『大経釈』「乃下之義」4字有り、宝本も同じ。
30ウ6「言」、『大経釈』「辞」に作り、宝本も同じ。
30ウ6「也」下、『大経釈』「所言」2字有り、宝本も同じ。
30ウ7「上」上、『大経釈』「所対」2字有り、宝本も同じ。
30ウ8「惟多」、『大経釈』「非一且如」4字に作り、宝本も同じ。
30ウ8「人天」、往本「天人」に作り、宝本も同じ。

31オ3「一一」下、『大経釈』「皆」字有り、宝本も同じ。
31オ4「也」下、『大経釈』「方准」2字有り、宝本も同じ。
31オ5「乃」上、『大経釈』「中」字有り、宝本も同じ。
31オ5「引」下、『大経釈』「解」字有り、宝本も同じ。
31オ6「不相違」、『大経釈』「冥経旨」に作り、宝本も同じ。
31オ6「但」下、『大経釈』「解此願」3字有り、宝本も同じ。
31オ8「善導独総云念仏往生願」、宝本27字に作り、『大経釈』「者若不満十即不得生善導之意総曰念仏
往生願不限員数称念皆生」28字に作りて大同なり。但だ小異有りて、宝本「者」字無く、「曰」字を
異字（禪主某亭之第三）に作るのみ。
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（
31
ウ
）

1　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
諸
師
別
云
十
念
往

2　
　
　

生
願
者
其
意
即
不
周
也
所
以
然
者
上
捨
一
形

3　
　
　

下
捨
一
念
之
故
也
善
導
総
言
念
仏
往
生
願
者

4　
　
　

其
意
即
□
周
也
所
以
然
者
上
取
一
形
下
取
一

5　
　
　

念
之
故
也

6　
　
　

三
輩
念
仏
往
生
之
文

7　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
仏
告
阿
難
十
方
世
界
諸

8　
　

天
人
民
其
有
至
心
願
生
彼
国
凡
有
三
輩
其
上
輩

1　
　

者
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
発
菩
提
心
一
向
専
念
無

2　
　

量
寿
仏
修
諸
功
徳
願
生
彼
国
此
等
衆
生
臨
寿
終

3　
　

時
無
量
寿
仏
与
諸
大
衆
現
其
人
前
即
随
彼
仏
往

4　
　

生
其
国
便
於
七
宝
華
中
自
然
化
生
住
不
退
転
智

5　
　

慧
勇
猛
神
通
自
在
是
故
阿
難
其
有
衆
生
欲
於
今

6　
　

世
見
無
量
寿
仏
応
発
無
上
菩
提
之
心
修
行
功
徳

7　
　

願
生
彼
国

8　
　

仏
語
阿
難
其
中
輩
者
十
方
世
界
諸
天
人
民
其
有

 

（
32
オ
）

31ウ2「周」、宝本譌りて異字（从𠔼从口）に作る。
31ウ4「即」下、『大経釈』「広」字有り、宝本も同じ。
31ウ7「仏」上、宝本9字有り。『決疑鈔』云く、「「仏告」等者若准餘篇応云「無量寿経下云」」と。宝
本「無」字の上に2字（从言堇聲、从木安聲）有り、「下」字の下に1字（从卪𢍏聲）有り。龍本「ツヽ
シンテ無量寿経ノ下巻ヲ案スルニイハク」有り。
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（
32
ウ
）

1　
　

至
心
願
生
彼
国
雖
不
能
行
作
沙
門
大
修
功
徳
当

2　
　

発
無
上
菩
提
之
心
一
向
専
念
無
量
寿
仏
多
少
修

3　
　

善
奉
持
斎
戒
起
立
塔
像
飯
食
沙
門
懸
繒
燃
燈
散

4　
　

華
焼
香
以
此
廻
向
願
生
彼
国
其
人
臨
終
無
量
寿

5　
　

仏
化
現
其
身
光
明
相
好
具
如
真
仏
与
諸
大
衆
現

6　
　

其
人
前
即
随
化
仏
往
生
其
国
住
不
退
転
功
徳
智

7　
　

慧
次
如
上
輩
者
也

8　
　

仏
告
阿
難
其
下
輩
者
十
方
世
界
諸
天
人
民
其
有

1　
　

至
心
欲
生
彼
国
仮
使
不
能
作
諸
功
徳
当
発
無
上

2　
　

菩
提
之
心
一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量
寿
仏
願

3　
　

生
其
国
若
聞
深
法
歓
喜
信
楽
不
生
疑
惑
乃
至
一

4　
　

念
念
於
彼
仏
以
至
誠
心
願
生
其
国
此
人
臨
終
夢

5　
　
　

見
彼
仏
亦
得
往
生
功
徳
智
慧
次
如
中
輩
者
也

6　
　
　

私
問
曰
上
輩
文
中
念
仏
之
外
亦
有
捨
家
棄
欲

7　
　
　

等
餘
行
中
輩
文
中
亦
有
起
立
塔
像
等
餘
行
下

8　
　
　

輩
文
中
亦
有
菩
提
心
等
餘
行
何
故
唯
云
念
仏

 

（
33
オ
）

33オ3「其」、宝本異字（从彳皮聲）に作る。
33オ5、宝本誤りて1格低書す。今改む。
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（
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ウ
）

1　
　
　

往
生
乎
答
曰
善
導
和
尚
観
念
法
門
云
又
此
経

2　
　
　

下
巻
初
云
仏
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中

3　
　
　

下
随
其
根
性
仏
皆
勧
専
念
無
量
寿
仏
名
其
人

4　
　
　

命
欲
終
時
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
尽
得
往
生
□□

5　
　
　

依
此
釈
意
三
輩
共
云
念
仏
往
生
也
問
曰
此
釈

6　
　
　

未
遮
前
難
何
棄
餘
行
唯
云
念
仏
乎
答
曰
此
有

7　
　
　

三
意
一
為
廃
諸
行
帰
於
念
仏
而
説
諸
行
也
二

8　
　
　

為
助
成
念
仏
而
説
諸
行
三
約
念
仏
諸
行
二
門

1　
　
　

各
為
立
三
品
而
説
諸
行
一
為
廃
諸
行
帰
於
念

2　
　
　

仏
而
説
諸
行
者
准
云
善
導
観
経
疏
中
上
来
雖

3　
　
　

説
定
散
両
門
之
益
望
仏
本
願
意
在
衆
生
一
向

4　
　
　

専
称
弥
陀
仏
名
之
釈
意
且
解
之
者
上
輩
之
中

5　
　
　

雖
説
菩
提
心
等
餘
行
望
上
本
願
意
唯
在
衆
生

6　
　
　

専
称
弥
陀
名
而
本
願
中
更
無
餘
行
三
輩
共
依

7　
　
　

上
本
願
故
云
一
向
専
念
無
量
寿
仏
也
□
一
向

8　
　
　

者
□
対
二
向
三
向
等
之
言
也
例
如
彼
五
竺
有

 

（
34
オ
）

33ウ4「生」下、宝本夾注2字有り。龍本云く、「往生ヲエシム已上」と。宝本夾注是れなり。
33ウ8「行三」間、底本「也」字有り、宝本無し。今刪る。

34オ1「行一」間、底本「也」字有り、宝本無し。今刪る。
34オ6「名」、宝本異字（从人弗聲）に作る。
34オ7–同8「一向者」、宝本5字に作り、3字の上に1字（从口䇂聲）有り、下に1字（从大一）有り。龍
本云く、「一向トイフハソレ」と。
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広
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考
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稿
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（
34
ウ
）

1　
　
　

三
種
寺
一
者
一
向
大
乗
寺
此
寺
之
中
無
学
小

2　
　
　

乗
二
者
一
向
小
乗
寺
此
寺
之
中
無
学
大
乗
三

3　
　
　

者
大
小
兼
行
寺
此
寺
之
中
大
小
兼
学
故
云
兼

4　
　
　

行
寺
当
知
大
小
両
寺
有
一
向
言
兼
行
之
寺
無

5　
　
　

一
向
言
今
此
経
中
一
向
亦
然
若
念
仏
外
亦
加

6　
　
　

餘
行
即
非
一
向
若
准
寺
者
可
云
兼
行
既
云
一

7　
　
　

向
不
兼
餘
明
矣
既
先
雖
説
餘
行
後
云
一
向
専

8　
　
　

念
明
知
廃
諸
行
唯
用
念
仏
故
云
一
向
若
不
然

1　
　
　

者
一
向
之
言
最
以
叵
消
歟
二
為
助
成
念
仏
説

2　
　
　

此
諸
行
者
此
亦
有
二
意
一
以
同
類
善
根
助
成

3　
　
　

念
仏
二
以
異
類
善
根
助
成
念
仏
初
同
類
助
成

4　
　
　

者
善
導
和
尚
観
経
疏
中
挙
五
種
助
行
助
成
念

5　
　
　

仏
一
行
是
也
具
如
上
正
雑
二
行
之
中
説
□
□

6　
　
　

□
□
□
□
先
就
上
輩
而
論
正
助
者
一
向
専
念

7　
　
　

無
量
寿
仏
者
是
正
行
也
亦
是
所
助
也
捨
家
棄

8　
　
　

欲
而
作
沙
門
発
菩
提
心
等
者
是
助
行
也
亦
是

 

（
35
オ
）

34ウ8「然」、『大経釈』「爾」に作り、宝本も同じ。

35オ5「説」下、往本「次異類助成者」6字有り、宝本も同じ。
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（
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ウ
）

1　
　
　

能
助
也
謂
往
生
之
業
念
仏
為
本
故
為
一
向
修

2　
　
　

念
仏
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
又
発
菩
提
心
等
也

3　
　
　

就
中
出
家
発
心
等
者
且
指
初
出
及
以
初
発
念

4　
　
　

仏
是
□
□
長
時
不
退
之
行
寧
容
妨
碍
念
仏
也

5　
　
　

中
輩
之
中
亦
有
起
立
塔
像
懸
繒
燃
燈
散
華
焼

6　
　
　

香
等
諸
行
是
則
念
仏
助
成
也
其
旨
見
往
生
要

7　
　
　

集
謂
助
念
方
法
中
方
処
供
具
等
是
也
下
輩
之

8　
　
　

中
亦
有
発
心
亦
有
念
仏
助
正
之
義
准
前
可
知

1　
　
　

三
約
念
仏
諸
行
各
為
立
三
品
而
説
諸
行
者
先

2　
　
　

約
念
仏
立
三
品
者
謂
此
三
輩
中
通
皆
云
一
向

3　
　
　

専
念
無
量
寿
仏
是
則
約
念
仏
門
立
其
三
品
也

4　
　
　

故
往
生
要
集
念
仏
証
拠
門
云
双
巻
経
三
輩
之

5　
　
　

業
雖
有
浅
深
然
通
皆
云
一
向
専
念
無
量
寿
仏

6　
　
　

感同
師之

次
約
諸
行
門
立
三
品
者
謂
此
三
輩
中
通

7　
　
　

皆
有
菩
提
心
等
諸
行
是
則
約
諸
行
立
其
三
品

8　
　
　

也
故
往
生
要
集
諸
行
往
生
門
云
双
巻
経
三
輩

 

（
36
オ
）

35ウ4「是」下、龍本「一期」2字有り、宝本も同じ。

36オ4「巻」、山版「観」に作り、宝本も同じ。
36オ8「巻」、山版「観」に作り、宝本も同じ。
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（
36
ウ
）

1　
　
　

亦
不
出
此
已上

凡
如
此
三
義
雖
有
不
同
共
是
所

2　
　
　

以
為
一
向
念
仏
也
初
義
即
是
為
廃
立
而
説
謂

3　
　
　

諸
行
為
廃
而
説
念
仏
為
立
而
説
次
義
即
是
為

4　
　
　

助
正
而
説
謂
為
助
念
仏
之
正
業
而
説
諸
行
之

5　
　
　

助
業
後
義
即
是
為
傍
正
而
説
謂
雖
説
念
仏
諸

6　
　
　

行
二
門
以
念
仏
而
為
正
以
諸
行
而
為
傍
故
云

7　
　
　

三
輩
通
皆
念
仏
也
但
此
等
三
義
殿
最
難
知
請

8　
　
　

諸
学
者
取
捨
在
心
今
若
依
善
導
以
初
為
正
耳

1　
　
　

問
曰
三
輩
之
業
皆
云
念
仏
其
義
可
然
但
観
経

2　
　
　

九
品
与
寿
経
三
輩
本
是
開
合
異
也
若
爾
者
何

3　
　
　

寿
経
三
輩
之
中
皆
云
念
仏
至
観
経
九
品
上
中

4　
　
　

二
品
不
説
念
仏
至
下
品
始
説
念
仏
也
答
曰
此

5　
　
　

有
二
義
一
如
問
端
云
双
巻
三
輩
観
経
九
品
開

6　
　
　

合
異
者
以
此
応
知
九
品
之
中
皆
可
有
念
仏
云

7　
　
　

何
得
知
三
輩
之
中
皆
有
念
仏
九
品
之
中
盍
無

8　
　
　

念
仏
乎
故
往
生
要
集
云
問
念
仏
之
行
於
九
品

 

（
37
オ
）
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1　
　
　

中
是
何
品
摂
答
若
如
説
行
理
当
上
上
如
是
随

2　
　
　

其
勝
劣
応
分
九
品
然
経
所
説
九
品
行
業
是
示

3　
　
　

一
端
理
実
無
量
已上

故
知
念
仏
亦
可
通
九
品
二

4　
　
　

観
経
之
意
初
広
説
定
散
之
行
普
逗
衆
機
後
廃

5　
　
　

定
散
二
善
帰
念
仏
一
行
所
謂
汝
好
持
是
語
等

6　
　
　

之
文
是
也
其
義
如
下
具
述
故
知
九
品
之
行
唯

7　
　
　

在
念
仏
矣

8　
　
　

念
仏
利
益
之
文

1　
　

無
量
寿
経
下
云
仏
語
弥
勒
其
有
得
聞
彼
仏
名
号

2　
　

歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
当
知
此
人
為
得
大
利
則
是

3　
　

具
足
無
上
功
徳

4　
　

善
導
礼
讃
云
其
有
得
聞
彼
弥
陀
仏
名
号
歓
喜
至

5　
　

一
念
皆
当
得
生
彼

6　
　
　

私
問
曰
准
上
三
輩
文
念
仏
之
外
挙
菩
提
心
等

7　
　
　

功
徳
何
不
歎
彼
等
功
徳
唯
独
讃
念
仏
功
徳
乎

8　
　
　

答
曰
聖
意
難
測
定
有
深
意
且
依
善
導
一
意
而

 

（
38
オ
）

38オ2「則是」、宝本互倒す。



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（51）78

 

（
38
ウ
）

1　
　
　

謂
之
者
原
夫
仏
意
正
直
雖
欲
説
唯
念
仏
之
行

2　
　
　

随
機
一
往
説
菩
提
心
等
諸
行
分
別
三
輩
浅
深

3　
　
　

不
同
然
今
於
諸
行
者
既
捨
而
不
歎
置
而
不
可

4　
　
　

論
者
也
唯
就
念
仏
一
行
既
選
而
讃
歎
思
而
容

5　
　
　

分
別
者
也
若
約
念
仏
分
別
三
輩
此
有
二
意
一

6　
　
　

随
観
念
浅
深
而
分
別
之
二
以
念
仏
多
少
而
分

7　
　
　

別
之
浅
深
者
如
上
所
引
若
如
説
行
理
当
上
上

8　
　
　

是
也
次
多
少
者
下
輩
文
中
既
有
十
念
乃
至
一

1　
　
　

念
数
上
中
両
輩
准
此
随
増
観
念
法
門
云
日
別

2　
　
　

念
仏
一
万
遍
亦
須
依
時
礼
讃
浄
土
荘
厳
大
須

3　
　
　

精
進
或
得
三
万
六
万
十
万
者
皆
是
上
品
上
生

4　
　
　

人
当
知
三
万
已
上
是
上
品
上
生
業
三
万
已
去

5　
　
　

上
品
已
下
業
既
随
念
数
多
少
分
別
品
位
是
明

6　
　
　

矣
今
此
言
一
念
者
是
指
上
念
仏
願
成
就
之
中

7　
　
　

所
言
一
念
与
下
輩
之
中
所
明
一
念
也
願
成
就

8　
　
　

文
中
雖
云
一
念
未
説
功
徳
大
利
又
下
輩
文
中

 

（
39
オ
）

39オ4–同5「去上」間、底本「是」字有り、宝本無し。今刪る。
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（
39
ウ
）

1　
　
　

雖
云
一
念
亦
不
説
功
徳
大
利
至
此
一
念
説
為

2　
　
　

大
利
歎
為
無
上
当
知
是
指
上
一
念
也
此
大
利

3　
　
　

者
是
対
小
利
之
言
也
然
則
以
菩
提
心
等
諸
行

4　
　
　

而
為
小
利
以
乃
至
一
念
而
為
大
利
也
又
無
上

5　
　
　

功
徳
者
是
対
有
上
之
言
也
以
餘
行
而
為
有
上

6　
　
　

以
念
仏
而
為
無
上
也
既
以
一
念
為
一
無
上
当

7　
　
　

以
十
念
為
十
無
上
又
以
百
念
為
百
無
上
又
以

8　
　
　

千
念
為
千
無
上
如
是
展
転
従
少
至
多
念
仏
恒

1　
　
　

沙
無
上
功
徳
復
応
恒
沙
如
是
応
知
然
者
諸
願

2　
　
　

求
往
生
之
人
何
廃
無
上
大
利
念
仏
強
修
有
上

3　
　
　

小
利
餘
行
乎

4　
　
　

末
法
万
年
後
餘
行
悉
滅
特
留
念
仏
之
文

5　
　

無
量
寿
経
下
巻
云
当
来
之
世
経
道
滅
尽
我
以
慈

6　
　

悲
哀
愍
特
留
此
経
止
住
百
歳
其
有
衆
生
値
此
経

7　
　

者
随
意
所
願
皆
可
得
度

8　
　
　

私
問
曰
経
唯
云
特
留
此
経
止
住
百
歳
全
不
云

 

（
40
オ
）

39ウ6–同7「当以」間、底本「知」字有り、宝本無し。今刪る。

40オ4「特」、宝本譌りて異字（从日寺聲）に作る。



略
広
二
本
『
選
択
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願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（53）76

 

（
40
ウ
）

1　
　
　

特
留
念
仏
止
住
百
歳
然
今
何
云
特
留
念
仏
哉

2　
　
　

答
曰
此
経
所
詮
全
在
念
仏
其
旨
見
前
不
能
再

3　
　
　

出
善
導
懐
感
恵
心
等
意
亦
復
如
是
然
則
此
経

4　
　
　

止
住
者
即
念
仏
止
住
也
所
以
然
者
此
経
雖
有

5　
　
　

菩
提
心
之
言
未
説
菩
提
心
之
行
相
又
雖
有
持

6　
　
　

戒
之
言
未
説
持
戒
之
行
相
而
説
菩
提
心
行
相

7　
　
　

者
広
在
菩
提
心
経
等
彼
経
先
滅
菩
提
心
之
行

8　
　
　

何
因
修
之
又
説
持
戒
行
相
者
広
在
大
小
戒
律

1　
　
　

彼
戒
律
先
滅
持
戒
之
行
何
因
修
之
自
餘
諸
行

2　
　
　

准
之
応
知
故
善
導
和
尚
往
生
礼
讃
釈
此
文
云

3　
　
　

万
年
三
宝
滅
此
経
住
百
年
爾
時
聞
一
念
皆
当

4　
　
　

得
生
彼
又
釈
此
文
略
有
四
意
一
者
聖
道
浄
土

5　
　
　

二
教
住
滅
前
後
二
者
十
方
西
方
二
教
住
滅
前

6　
　
　

後
三
者
兜
率
西
方
二
教
住
滅
前
後
四
者
念
仏

7　
　
　

諸
行
二
行
住
滅
前
後
也
一
聖
道
浄
土
二
教
住

8　
　
　

滅
前
後
者
謂
聖
道
門
諸
経
先
滅
故
云
経
道
滅

 

（
41
オ
）
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（
41
ウ
）

1　
　
　

尽
浄
土
門
此
経
特
留
故
云
止
住
百
歳
也
当
知

2　
　
　

聖
道
機
縁
浅
薄
浄
土
機
縁
深
厚
也
二
十
方
西

3　
　
　

方
二
教
住
滅
前
後
者
謂
十
方
浄
土
往
生
諸
教

4　
　
　

先
滅
故
云
経
道
滅
尽
西
方
浄
土
往
生
此
経
特

5　
　
　

留
故
云
止
住
百
歳
也
当
知
十
方
浄
土
機
縁
浅

6　
　
　

薄
西
方
浄
土
機
縁
深
厚
也
三
兜
率
西
方
二
教

7　
　
　

住
滅
前
後
者
謂
上
生
心
地
等
上
生
兜
率
諸
教

8　
　
　

先
滅
故
云
経
道
滅
尽
往
生
西
方
此
経
特
留
故

1　
　
　

云
止
住
百
歳
也
当
知
兜
率
雖
近
縁
浅
極
楽
雖

2　
　
　

遠
縁
深
也
四
念
仏
諸
行
二
行
住
滅
前
後
者
諸

3　
　
　

行
往
生
諸
教
先
滅
故
云
経
道
滅
尽
念
仏
往
生

4　
　
　

此
経
特
留
故
云
止
住
百
歳
也
当
知
諸
行
往
生

5　
　
　

機
縁
最
浅
念
仏
往
生
機
縁
甚
深
也
加
之
諸
行

6　
　
　

往
生
縁
少
念
仏
往
生
縁
多
又
諸
行
往
生
近
局

7　
　
　

末
法
万
年
之
時
念
仏
往
生
遠
霑
法
滅
百
歳
之

8　
　
　

代
也
問
曰
既
云
我
以
慈
悲
哀
愍
特
留
此
経
止

 

（
42
オ
）



略
広
二
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
前
七
章
考
異
稿

（55）74

（
42
ウ
）

1　
　
　

住
百
歳
若
爾
者
釈
尊
以
慈
悲
而
留
経
教
何
経

2　
　
　

何
教
而
不
留
也
而
何
不
留
餘
経
唯
留
此
経
乎

3　
　
　

答
曰
縦
雖
留
何
経
別
指
一
経
者
亦
不
避
此
難

4　
　
　

但
特
留
此
経
有
其
深
意
歟
若
依
善
導
和
尚
意

5　
　
　

者
此
経
之
中
已
説
弥
陀
如
来
念
仏
往
生
本
願

6　
　
　

釈
迦
慈
悲
為
留
念
仏
殊
留
此
経
餘
経
之
中
未

7　
　
　

説
弥
陀
如
来
念
仏
往
生
本
願
故
釈
尊
慈
悲
以

8　
　
　

而
不
留
之
也
凡
四
十
八
願
皆
雖
本
願
殊
以
念

1　
　
　

仏
為
往
生
規
故
善
導
釈
云
弘
誓
多
門
四
十
八

2　
　
　

偏
標
念
仏
最
為
親
人
能
念
仏
仏
還
念
専
心
想

3　
　
　

仏
仏
知
人
已上

故
知
四
十
八
願
之
中
既
以
念
仏

4　
　
　

往
生
之
願
而
為
本
願
中
之
王
也
是
以
釈
迦
慈

5　
　
　

悲
特
以
此
経
止
住
百
歳
也
例
如
彼
観
無
量
寿

6　
　
　

経
中
不
付
属
定
散
之
行
唯
孤
付
属
念
仏
之
行

7　
　
　

是
即
順
彼
仏
願
之
故
付
属
念
仏
一
行
也
問
曰

8　
　
　

百
歳
之
間
可
留
念
仏
其
理
可
然
此
念
仏
行
唯

 

（
43
オ
）
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1　
　
　

為
被
彼
時
機
将
為
通
於
正
像
末
之
機
也
答
曰

2　
　
　

広
可
通
於
正
像
末
法
挙
後
勧
今
其
義
応
知

3　
　
　

弥
陀
光
明
不
照
餘
行
者
唯
摂
取
念
仏
行
者
之

4　
　
　

文

5　
　

観
無
量
寿
経
云
無
量
寿
仏
有
八
万
四
千
相
一
一

6　
　

相
各
有
八
万
四
千
随
形
好
一
一
好
復
有
八
万
四

7　
　

千
光
明
一
一
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂

8　
　

取
不
捨
同
経
疏
云
従
無
量
寿
仏
下
至
摂
取
不
捨

1　
　

已
来
正
明
観
身
別
相
光
益
有
縁
即
有
其
五
一
明

2　
　

相
多
少
二
明
好
多
少
三
明
光
多
少
四
明
光
照
遠

3　
　

近
五
明
光
所
及
処
偏
蒙
摂
益
問
曰
備
修
衆
行
但

4　
　

能
廻
向
皆
得
往
生
何
以
仏
光
普
照
唯
摂
念
仏
者

5　
　

有
何
意
也
答
曰
此
有
三
義
一
明
親
縁
衆
生
起
行

6　
　

口
常
称
仏
仏
即
聞
之
身
常
礼
敬
仏
仏
即
見
之
心

7　
　

常
念
仏
仏
即
知
之
衆
生
憶
念
仏
者
仏
亦
憶
念
衆

8　
　

生
彼
此
三
業
不
相
捨
離
故
名
親
縁
也
二
明
近
縁

 

（
44
オ
）

43ウ1「末之」間、底本「法」字有り、宝本無し。今刪る。
43ウ8「捨同」間、底本改行有り、宝本無し。今刪る。
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広
二
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前
七
章
考
異
稿
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（
44
ウ
）

1　
　

衆
生
願
見
仏
仏
即
応
念
現
在
目
前
故
名
近
縁
也

2　
　

三
明
増
上
縁
衆
生
称
念
即
除
多
劫
罪
命
欲
終
時

3　
　

仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
諸
邪
業
繋
無
能
碍
者
故
名

4　
　

増
上
縁
也
自
餘
衆
行
雖
名
是
善
若
比
念
仏
者
全

5　
　

非
比
校
也
是
故
諸
経
中
処
処
広
讃
念
仏
功
能
如

6　
　

無
量
寿
経
四
十
八
願
中
唯
明
専
念
弥
陀
名
号
得

7　
　

生
又
如
弥
陀
経
中
一
日
七
日
専
念
弥
陀
名
号
得

8　
　

生
又
十
方
恒
沙
諸
仏
証
誠
不
虚
也
又
此
経
定
散

1　
　

文
中
唯
標
専
念
名
号
得
生
此
例
非
一
也
広
顕
念

2　
　

仏
三
昧
竟

3　
　

観
念
法
門
云
又
如
前
身
相
等
光
一
一
遍
照
十
方

4　
　

世
界
但
有
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生
彼
仏
心
光
常
照

5　
　

是
人
摂
護
不
捨
総
不
論
照
摂
餘
雑
業
行
者

6　
　
　

私
問
曰
仏
光
明
唯
照
念
仏
者
不
照
餘
行
者
有

7　
　
　

何
意
乎
答
曰
解
有
二
義
一
者
親
縁
等
三
義
如

8　
　
　

文
二
者
本
願
義
謂
餘
行
非
本
願
故
不
照
摂
之

 

（
45
オ
）
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1　
　
　

念
仏
是
本
願
故
照
摂
之
故
善
導
和
尚
六
時
礼

2　
　
　

讃
云
弥
陀
身
色
如
金
山
相
好
光
明
照
十
方
唯

3　
　
　

有
念
仏
蒙
光
接
当
知
本
願
最
為
強
已上

又
所
引

4　
　
　

文
中
言
自
餘
衆
善
雖
名
是
善
若
比
念
仏
者
全

5　
　
　

非
比
校
也
者
意
云
是
約
浄
土
門
諸
行
而
所
比

6　
　
　

論
也
念
仏
是
既
二
百
一
十
億
中
所
選
取
妙
行

7　
　
　

也
諸
行
是
既
二
百
一
十
億
中
所
選
捨
麁
行
也

8　
　
　

故
云
全
非
比
校
也
念
仏
是
本
願
行
諸
行
是
非

1　
　
　

本
願
故
云
全
非
比
校
也

2345678

 

（
46
オ
）

45ウ8「也念」間、底本「又」字有り、宝本無し。今刪る。

付記 　本稿は、科学研究費助成事業（基盤研究C、課題番号「22K00114」）による研究成果の一部
である。


